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　信越本線の電化が示した明治時代の日本の工業力の水準の高さ
日本の多様な自然環境が育んだ水力発電所と火力発電所の歴史

　　　     ～発電施設はいつの世も科学技術の粋～

　そして今週号の写真 1～ 3 は、電化のなった信越本
線が敷設されていた峡谷上の路線跡だ。こうした険阻
な橋梁は横川駅～軽井沢駅の間にみられる独特の風景
であり、今では遊歩道「アプトの道」（信越線は当時、
急勾配を上るために開発されたアプト式鉄道だった）
として保存されている（その途中に前出の丸山変電所
跡も保存されている）。
　写真 1 はトンネルに次ぐトンネルの様子。写真 2 は
信越本線に数ある架橋で最も有名な「めがね橋」（正
式名称は碓氷第三橋梁）だ。
　この橋梁がどれぐらい険阻な場所に造られていたか
は、写真 3で如実にわかるだろう。

☆昔の発電所は大都会に建設するのが常識だった
　日本の鉄道が世界のマニアに人気なのは、一つには
信越本線のように山々の間を通る路線もあれば、海岸
線を走る列車もあり、大都会の真っ只中を走る路線も
あるといった具合に、変化に富んでいるからだ。
　こうした変化の多い自然環境のなかで最初に進んだ
発電技術は豊富な河川の水流を活用した水力発電であ
る。さらには北海道や九州などの豊富な石炭の埋蔵量
を活用した火力発電だった。
　写真 4～ 5 は、山梨県の桂川の水を活用した駒橋発
電所（1907 ／明治 40 年 12 月竣工）の発電設備（水圧
鉄管）で、写真 6 は同じく桂川の水を活用した八ツ沢

☆信越線の電化は日本電化史のハイライトの一つ
　今月のまんすりーリポート、まずは本誌先週号のシ
リーズ・コラム『日本列島隅々巡り《建物たちとの遭遇》』
で取り上げた、旧・国鉄信越本線（碓氷線）が電化さ
れた際に活躍した旧・丸山変電所の建物（国指定重要
文化財、群馬県安中市）のご紹介の続編から入らせて
いただく。
　変則的な入りでまことに恐縮だが、江戸時代には関
所が設けられるなど、近代以前は関西や北陸と関東を
結ぶ陸路の結節点であり、その天下の難所・碓氷峠を
走っていた信越本線の電化は、鉄道の「電化史」にお
いてまさに特筆すべき出来事だった。
　それを可能にしたのが、先週号でご紹介した丸山変
電所（1912 ／明治 45 年竣工）の存在だった。

発電所（1912 ／明治 45 年 7 月竣工）の取水堰だ。
　また、写真 7～ 8 は浅草火力発電所跡（現・蔵前変
電所）だが、浅草発電所の竣工は 1895（明治 28）年 9
月竣工であり、駒橋や八ツ沢よりもかなり古い。
　現代の常識なら、発電所は大都市部の浅草より山間
部の山梨県に造られるのが筋というものだが、明治時
代前半期の発電機は非常に出力が弱く、電気を必要と
する人がたくさんいる場所（都市部）の近くに造る必
要があったのだ。
　明治時代半ばに竣工した浅草火力発電所はまさにそ
のために造られた。そしてその浅草発電所だけでは、
東京で必要な電力が賄いきれなくなったために誕生し
たのが、駒橋発電所や八ツ沢発電所なのだ。時系列的
に「浅草→駒橋＆八ツ沢」となっているのは、そのた
めである。
　それにしても凄いのは明治時代後期に誕生した駒橋
と八ツ沢の両発電所が今も現役であることだ。一つに
は、浅草火力発電所のように化石燃料を使わない、「水」
という無尽蔵でなおかつ空気を汚さない、天然自然の
素材を使っているからこその結果だろう。
　それに対して、写真 9 の「旧・幌内炭鉱変電所」
（1919 ／大正 8 年竣工）は、火力発電のエネルギー源

である石炭採取のため 1879（明治 12）年に開山した幌
内炭鉱で使う電力を供給するため、建設された。
　この変電所は幌内炭鉱が閉山した 1989（平成 1）年
まで稼働していた施設で、閉鎖から今年で 22 年目。
　22 年という歳月に比べて、この廃墟ぶりは相当なも
のだが、周辺エリアは豪雪地帯であり、人知の及ばな
い大自然との闘いがあったのだろうと想像される。
　それにしても発電施設というのは、現役で稼働して
いる例はもちろん、廃墟のようになった跡地までもが
常に何らかの迫力を感じさせる、巨大な生き物のよう
な存在だ。ウォッチングを止められない所以だ。

写真2／めがね橋は四連アーチ橋だ

写真1／梅雨時の鉄道配線跡は緑の濃さが尋常でない
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